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現
代
社
会
で
生
活
す
る
う
え
で
自
動
車

　

現
代
社
会
で
生
活
す
る
う
え
で
自
動
車

は
、
必
要
不
可
欠
の
存
在
と
な
り
、
一
人

は
、
必
要
不
可
欠
の
存
在
と
な
り
、
一
人

一
台
の
時
代
で
は
、
交
通
量
が
増
え
る
と

一
台
の
時
代
で
は
、
交
通
量
が
増
え
る
と

同
時
に
交
通
事
故
も
増
え
て
い
ま
す
。

同
時
に
交
通
事
故
も
増
え
て
い
ま
す
。

平
成

年
の
交
通
白
書
（
福
島
県
）
に

　

平
成　

年
の
交
通
白
書
（
福
島
県
）
に

１０１０

よ
る
と
、
全
国
で
発
生
し
た
交
通
事
故
件

よ
る
と
、
全
国
で
発
生
し
た
交
通
事
故
件

数
が
約

万
件
と
３
・
０
％
増
加
し
て
い

数
が
約　

万
件
と
３
・
０
％
増
加
し
て
い

８０８０

る
の
に
対
し
て
、
死
者
数
が
約
９
千
人
と

る
の
に
対
し
て
、
死
者
数
が
約
９
千
人
と

４
・
５
％
減
少
、
傷
者
数
が
約

万
人
と

４
・
５
％
減
少
、
傷
者
数
が
約　

万
人
と

９９９９

３
・
３
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
交
通
事
故

３
・
３
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
交
通
事
故

が
増
加
す
る
要
因
と
し
て
は
、
免
許
保
有

が
増
加
す
る
要
因
と
し
て
は
、
免
許
保
有

者
、
交
通
量
の
増
加
や
生
活
様
式
の
多
様

者
、
交
通
量
の
増
加
や
生
活
様
式
の
多
様

化
し
た
「
く
る
ま
社
会
」
の
な
か
で
、
高

化
し
た
「
く
る
ま
社
会
」
の
な
か
で
、
高

齢
社
会
の
進
展
、
生
活
形
態
の
夜
型
化
な

齢
社
会
の
進
展
、
生
活
形
態
の
夜
型
化
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

桜
の
花
が
咲
き
始
め
る
季
節
に
な
る
と
、

　

桜
の
花
が
咲
き
始
め
る
季
節
に
な
る
と
、

外
出
す
る
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

外
出
す
る
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

新
し
く
入
学
す
る
子
ど
も
た
ち
の
登
校
、

新
し
く
入
学
す
る
子
ど
も
た
ち
の
登
校
、

下
校
も
始
ま
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆

下
校
も
始
ま
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆

さ
ん
、
高
齢
者
、
子
ど
も
た
ち
に
は
特
に

さ
ん
、
高
齢
者
、
子
ど
も
た
ち
に
は
特
に

注
意
し
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

注
意
し
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

尊
い
命
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

尊
い
命
を
交
通
事
故
か
ら
守
る�
尊
い
命
を
交
通
事
故
か
ら
守
る�

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動�

●
４
月
６
日
〜
４
月
　
日�

１５�

　

春
の
「
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
４
月

６
日
�
に
ス
タ
ー
ト
し
、
４
月　

日
�
ま

１５

で
の　

日
間
行
わ
れ
ま
す
。

１０

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

着
用
の
徹
底
を
重
点
目
標
に
、
全
国
的
に

運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
特
に
、
４
月
６

日
�
は
各
小
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負

っ
た
子
ど
も
た
ち
の
登
校
・
下
校
が
始
ま

り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、

忙
し
い
出
勤
、
疲
れ
て
の
帰
宅
の
時
間
帯

な
ど
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
は
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
交
通
ル
ー
ル
を
教
え
て
あ
げ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
例
え
ば
、「
横
断
す
る

前
に
必
ず
立
ち
止
ま
り
、
道
路
の
右
左
を

よ
く
見
て
、
安
全
を
確
か
め
る
こ
と
」「
近

く
に
横
断
歩
道
が
あ
る
と
き
は
、
少
し
遠

回
り
で
も
、
必
ず
そ
の
横
断
歩
道
で
横
断

す
る
こ
と
」「
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
が
あ

る
と
き
は
ボ
タ
ン
を
押
し
、
青
に
な
っ
て

か
ら
渡
る
こ
と
」
な
ど
、
横
断
歩
道
付
近

で
の
事
故
が
多
い
の
で
気
を
つ
け
さ
せ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
次
の
５
つ
の
こ
と
に
気

を
つ
け
て
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
ま
し
ょ
う
。

　

�
見
落
と
し
・
発
見
遅
れ
に
よ
る
事
故

　

�
い
つ
も
の
道
で
の
出
合
い
頭
事
故

　

�
漫
然
追
従
に
よ
る
追
突
事
故

　

�
右
折
時
の
事
故

　

�
運
転
開
始
後
ま
も
な
く
の
事
故

み
ん
な
で
防
ご
う　
!!

子
ど
も
と
高
齢
者
の
事
故

▲毎年行われる交通安全教室

▲ちょっとした「ゆだん」が悲惨な事故を招く
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免
許
を
も
っ
て
い
る
人
の
割
合
は
、
今
や
男
性
が
８
割
以
上
、
女
性
は
５
割
を
超
え
て

い
ま
す
。
車
を
使
う
家
庭
で
は
、
子
ど
も
を
一
緒
に
乗
せ
る
機
会
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
同
時
に
増
え
て
い
る
の
が
幼
い
子
ど
も
の
自
動
車
乗
車
中
の
死
傷
事
故
で
す
。
危
険

を
予
測
で
き
な
い
子
ど
も
の
命
は
、
大
人
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
着
用
は
大
人
の
責
任
で
す
。

大
人
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

子
ど
も
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

抱
っ
こ
で
守
れ
な
い

子
ど
も
の
命

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
と
は
、
車
が
万
が

一
衝
突
し
た
際
に
、
子
ど
も
の
事
故
被
害

を
減
ら
す
効
果
の
あ
る
保
護
装
置
で
す
。

総
務
庁
な
ど
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
は
事
故
で
死
亡
す
る
確
率
を

８
分
の
１
に
減
ら
す
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
着
用
率
は
、
８
％

に
も
満
た
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

街
角
で
は
最
近
、
子
ど
も
を
助
手
席
に

座
ら
せ
た
り
親
が
抱
え
た
り
す
る
姿
が
、

し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

で
本
当
に
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

　

仮
に
、
体
重　

�
の
幼
児
を
乗
せ
た
車

１０

が
時
速　

�
で
衝
突
し
た
と
す
る
と
、
そ

３０

の
前
方
へ
の
力
は
瞬
間
的
に
約　

�
に
も

８５

　

こ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
つ
く
ら

れ
た
の
が
子
ど
も
用
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
装

置
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
で
す
。

　

警
察
庁
な
ど
の
調
査
に
よ
る
と
、
自
動

車
乗
車
中
の
交
通
事
故
で
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
を
着
用
し
て
い
た
場
合
の
子
ど
も
の

致
死
率
は
９
分
の
１
、
重
傷
率
で
は
約
３

分
の
１
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
っ
て
い
れ
ば
防
げ

た
と
考
え
ら
れ
る
事
故
も
多
い
の
で
す
。

　

子
ど
も
の
命
を
守
る
の
は
大
人
の
責
任

で
す
。

な
り
ま
す
。
子
ど
も
は
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド

な
ど
に
衝
突
す
る
か
車
外
に
飛
び
出
し
て

し
ま
い
ま
す
。
た
と
え
親
が
抱
え
て
い
た

と
し
て
も
、
と
う
て
い
支
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

●このほか４～１０歳を対象にした児童用シート（ジュニアシート）
もあります。

●価格は１万円を切るものから１０万円を超えるものまでさまざまです。
＜月齢・年齢は目安です＞

乳児用ベッド
（０～１２か月）幼児用シート

（４か月～４歳）

　ドライバーの皆さん、４月１日
から６歳未満の幼児を乗車させ
る場合には、チャイルドシートの
使用が義務化され、違反しますと
罰則、反則金はありませんが点数
１点が減点されます。
　改正の背景には、ここ数年にお
いて乗車中の幼児の交通事故に
よる死傷数が急激に増加し、チャ
イルドシートを使用していない
場合の致死率は、使用した場合の
４倍以上と非常に高くなってお
り、その被害軽減のため法制化さ
れました。
　たとえば、体重１０�の赤ちゃん
を抱っこしているとき、時速４０�
で衝突するとその衝撃力は体重
の３０倍、約３００�にもなり、大人
の腕では到底赤ちゃんを支えき
れません。

　また、人間が両手でふんばって
支えられる衝撃力は体重の２～
３倍、衝撃速度にすると「時速７
�」までと言われています。
　シートベルトは車社会の身だ
しなみ、シートベルトを正しく締
め、幼児や児童を同乗させるとき
も、チャイルドシートを活用し、
安全運転をお願いします。

石川警察署交通課長

渡部　茂さん
チャイルドシートで
幼児の安全を守ろう

幼児の安全を守るのは
大人の責任です

事
故
時
の
致
死
率
は

９
分
の
１
に
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歳出�

歳入� 　

平
成　

年
度
の
予
算
は
、
直
面
し
て
い
る
少

１２

子
・
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
や
財
政
健
全
化
を

図
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
配
分
し
、

効
率
性
を
高
め
、
住
民
参
加
に
よ
る
「
人
間
性

豊
か
で
、
元
気
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
」
を
目
指

し
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
対
前
年
度
比
３
・
４
％

減
の　

億
９
、
０
２
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

６６

　

歳
入
で
は
、
町
税
が
恒
久
的
減
税
の
影
響
や

制
度
改
正
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
０
・
１
％
減

で
、　

億
２
、
１
０
１
万
円
と
な
り
、
こ
れ
を

１７

町
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
８
万
５
、
９

７
３
円
の
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町

の
借
金
で
あ
る
町
債
は
、
財
政
の
健
全
化
を
図

る
観
点
か
ら
対
前
年
度
比　

・
９
％
減
の
４
億

１４

６
、
４
９
０
万
円
と
し
、
後
年
度
負
担
の
軽
減

に
努
め
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

経
常
的
経
費
に
つ
い
て
対
前
年
度
比　

％
の

１０

削
減
を
お
こ
な
い
、
諸
施
策
の
実
現
に
向
け
、

予
算
の
重
点
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　

沢
田
中
学
校
プ
ー
ル
の
建
設
等
、
教
育
環
境

の
整
備
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
町
民
総
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
昨
年
同
様
地
域
づ
く

り
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
中
山
間

地
域
の
農
業
振
興
や
定
住
促
進
の
た
め
に
住

宅
宅
地
開
発
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
制
度
の

実
施
に
伴
い
、
介
護
保
険
特
別
会
計
及
び
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
を
新
設
し
、
高

齢
者
へ
の
支
援
措
置
や
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤

等
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
介
護
予
防
・

生
活
支
援
の
た
め
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
石
川
町
歳
入
歳

１２

出
予
算
が
３
月
定
例
議
会
に
お
い

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
予
算

の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

元
気
の
出
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

《一般会計》

平成１２年度

町の一般会計
予算は 66億9,022万円
町民一人当りの町税負担は85,973円
町民サービスに使われるお金は一人当り334,210円



5・

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�

平成12年度予算の主な内容 ◎印は新規事業□印は拡大事業

� 歴史が息づくのびやかな人と文化のまちをつくる　3億2,154万円

◎学校プール建設事業
　学校コンピューター整備事業など

明日を拓くのび
やかな人づくり●●１ 

◎国際交流姉妹都市事業
□国際交流事業など

歴史が息づく文
化づくり●●２ 

� 活気あるたくましい交流のまちをつくる　11億2,420万円

　町道改良舗装事業
　農道整備事業
　定住促進奨励事業
◎庁内電算化導入事業など

ふれあいと活力
を高める基盤づ
くり

●●１ 

◎中山間地域等直接支払交付金事業
◎エコアグリ推進事業
□中小企業育成補助金など

時代の変化にた
くましい産業づ
くり

●●２ 

� 健やかで生き生きとした長寿福祉のまちをつくる　52億4,596万円

◎介護予防生活支援事業
　健康づくり推進事業
　老人保健推進事業など

生涯を通じた
健康づくり●●１ 

◎介護保険事業
◎介護保険サービス事業
◎児童クラブ開設事業など

心のかよう福祉
のまちづくり●●２ 

� 自然が彩る美しく快適なまちをつくる　17億8,932万円

　簡易水道整備事業
　住宅団地造成事業
◎最終処分場関連事業（団地建設・道路整備）

質の高い快適な
住環境づくり●●１ 

　交通安全対策事業
　消防設備整備事業など

安全な
生活づくり●●２ 

� 町民総参加によるまちづくり　　　　　　　　 3,770万円

◎キララ大使設置事業
　地域づくり支援事業など

町民総参加によ
るまちづくり●●１ 

町民に使われるお金�
　平成12年度の予算66億9,022万円を
私たち町民一人当たりにすると33万
4,210円になります。このお金を項目
別に見ると次のようになります。�

資本的収入額が支出額に対して不足する7,962万円は、
損益勘定保留資金等で補てんします。

▲子どもたちが健やかに育つために

●特別会計予算総額　52億9,103万円
予 算 額 対前年度比区 分

15億7,062万円 （11.1％増）国民健康保険

21億7,686万円 （10.0％増）老 人 保 健

6億1,259万円    　　　（皆増）介 護 保 険

900万円    　　　（皆増）介護保険サービス事業

1,028万円  　　（1.0％減）母 畑 財 産 区

1,056万円  　　（4.5％減）中 谷 財 産 区

45万円  　　（5.2％増）石川地方町村心身障害児
就学指導審議会

3,607万円  　 （2.7％増）土地開発事業

167万円  　（58.3％減）鳥内工業団地給水事業

6億 2,032万円  　（34.0％減）簡易水道事業

2億4,261万円  （268.5％増）宅地造成事業

●水道事業会計予算
予 算 額区 分

2億8,281万円営 業 費 用
収

入

収益的収支

105万円営業外収益

2万円特 別 利 益

2億8,388万円計

2億1,121万円営 業 費 用
支

出

3,972万円営業外費用

100万円予　備　費

2億5,193万円計

377万円建設負担金
収

入

資本的収支

10万円工事負担金

636万円国庫補助金

1,023万円計

5,691万円建設改良費
支

出

3,194万円企業債償還金

100万円予　備　費

8,985万円計
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子
ど
も
た
ち
の
環
境
は
、
時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
り
核
家

族
化
、
少
子
化
等
が
進
む
一
方
、
共
働
き
の
た
め
家
に
取
り

残
さ
れ
る
機
会
が
多
く
な
る
子
ど
も
た
ち
。
こ
ん
な
と
き
、

家
庭
、
地
域
な
ど
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
で
す
。

「
子
ど
も
た
ち
」
が
生
活
す
る
「
家
庭
」「
地
域
」「
学
校
」

な
ど
の
環
境
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
で
の
い
じ
め
、
少
女
た
ち
へ
の

性
非
行
、
ナ
イ
フ
を
使
っ
た
殺
傷
事
件

な
ど
、
最
近
子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
問

題
は
深
刻
で
す
。

　

家
庭
や
地
域
で
の
教
育
力
の
低
下
が

叫
ば
れ
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
が
改
め

て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
人
た
ち
が

　

子
ど
も
は
未
来
の
担
い
手
と
し
て
期

待
さ
れ
る
社
会
の
宝
で
す
。
大
人
た
ち

全
員
に
、
家
庭
や
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
で
、

子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
、
話
し
合
う

機
会
の
大
切
さ
を
、
改
め
て
考
え
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
問
題
の
な
か
っ
た
子
ど
も

が
突
然
暴
力
を
ふ
る
う
な
ど
、「
い
き
な

り
型
」
の
非
行
も
増
え
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、
本
当
に
「
何
の
問
題
も

な
か
っ
た
子
」
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ひ
と
言
や
、

家
族
と
の
対
話
を
避
け
る
態
度
な
ど
は
、

心
の
揺
ら
ぎ
を
読
み
取
る
重
大
な
シ
グ

ナ
ル
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ

シ
グ
ナ
ル
を
受
け
止
め
る

家
庭
・
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
で

　

環
境
に
や
さ
し
い
商
品
の
し
る
し

「
エ
コ
マ
ー
ク
」
の
制
度
が
開
始
さ

れ
て
は
や　

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

１０

１
９
８
９
年
に
始
ま
っ
た
と
き
、
最

初
に
認
定
に
な
っ
た
の
は
フ
ロ
ン
を

使
わ
な
い
ス
プ
レ
ー
で
し
た
。
そ
の

年
、　

商
品
だ
っ
た
エ
コ
マ
ー
ク
商

４６

品
も
現
在
で
は
３
、
３
１
０
の
商
品

が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

諸
外
国
の
エ
コ
ラ
ベ
リ
ン
グ
制
度
の

中
で
も
、
ド
イ
ツ
「
ブ
ル
ー
エ
ン
ジ

ェ
ル
」
の
商
品
認
定
数
４
、
２
０
０

商
品
に
次
い
で
２
番
目
で
あ
り
、
３

番
目
が
カ
ナ
ダ
の「
環
境
チ
ョ
イ
ス
」

の
２
、
８
０
０
商
品
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

エ
コ
マ
ー
ク
は
商
品
が
製
造
さ
れ

る
過
程
、
あ
る
い
は
商
品
の
使
用
や

廃
棄
に
際
し
て
、
環
境
へ
負
荷
が
少

な
い
商
品
に
付
い
て
い
ま
す
が
、
マ

ー
ク
の
下
に「
ご
み
を
い
か
す
」、「
オ

ゾ
ン
層
の
ほ
ご
」、「
水
を
き
れ
い
に
」

な
ど
と
示
し
、
ま
た
再
生
紙
は
「
古

紙
の
利
用
・
◯
◯
％
」
の
よ
う
に
古

紙
の
利
用
割
合
が
表
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

買
い
物
の
際
、
エ
コ
マ
ー
ク
商
品

を
選
ん
で
購
入
す
る
こ
と
は
、
私
た

ち
が
環
境
の
か
か
わ
り
を
考
え
た
り
、

環
境
へ
の
心
づ
か
い
の
さ
さ
や
か
な

形
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

エ
コ
マ
ー
ク
商
品
は
環
境
へ
の
心
づ
か
い
の
形
で
す

　
１１

日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
い
、
話

し
合
う
時
間
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
の
心
の
シ
グ
ナ
ル
に
早
い
段
階

か
ら
気
付
き
、
救
い
を
求
め
る
子
ど
も

た
ち
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

子
ど
も
は
社

会
の
宝
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町
史
編
纂
室
で
は
平
成　

年
の
夏
に
、
現
在
は
役
目
を
終
え
た
役
場
各
課
の
公
文

１１

書
を
収
集
し
ま
し
た
。
平
成
に
入
っ
て
か
ら
の 
公
文
書 
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
な

こ
う
ぶ
ん
し
ょ

か
に
は
明
治
期
の
文
書
も
あ
り
ま
し
た
。
整
理
を
進
め
て
こ
の
た
び
「
仮
目
録
」
を

作
成
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

役
場
の
倉
庫
は
史
料
の
山

首
都
機
能
移
転
の
意
義
・
効
果

主
に
次
の
３
点

　

文
書
は
昭
和　

年
代
以
降
の
も
の
が

５０

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
最
古
の
も
の
に
明

治
３
（
一
八
七
〇
）
年
の
「
磐
城
国
石

川
郡
高
田
村 
午 
年
年
貢

う
ま

 
割
附 
状
」
が
あ

わ
り
つ
け

　

現
代
の
公
文
書
で
は
昭
和　

年
代
の

４０

母
畑
開
発
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
関
係
、
昭

和　

年
の
冷
害
救
農
対
策
関
係
の
公
文

５５
書
な
ど
、
後
世
の
歴
史
家
が
注
目
し
そ

う
な
史
料
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
新
石
川
町
発

足
の
昭
和　

年
か
ら　

年
代
の
公
文
書
、

３０

４０

特
に　

年
代
の
も
の
が
欠
落
し
て
お
り

３０

ま
す
。
か
つ
て
大
規
模
な
廃
棄
処
分
が

行
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
関
東
以
西
の
ほ
と
ん
ど
の
県

と
市
、
一
部
の
町
で
公
文
書
館
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
東
北
で
は
秋

田
県
公
文
書
館
が
あ
る
だ
け
で
す
。
情

報
の
公
開
ば
か
り
で
な
く
、
史
料
保
存

の
点
で
も
、
法
的
に
設
置
が
責
務
と
さ

れ
て
い
る
公
文
書
館
は
必
要
で
す
。

り
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
五
年
の
「
磐

城
国
石
川
郡 
内
槙 
村
壬
申
貢
税

う
ち
ま
き

 
皆
済 

か
い
さ
い

目
録
」
が
あ
り
ま
し
た
。
と
も
に
江
戸

時
代
と
同
じ
年
貢
徴
収
が
行
わ
れ
て
い

た
と
き
の
史
料
で
す
。
後
者
の
内
槙
村

は
、
現
在
水
郡
線
沿
線
、
新
田
地
区
方

面
で
す
。
特
に
明
治
五
年
の
磐
城
国
石

川
郡
十
二
小
区
下
泉
町
村
・
高
田
町
村
・

内
槙
村
・
外
槙
村
の
「
明
細 
村
鑑 
帳
」

む
ら
か
が
み

は
、
明
治
初
年
の
状
態
を
知
る
う
え
で

貴
重
な
史
料
で
す
。

　

役
場
職
員
の
机
の
上
か
ら
、
帳
簿
類

を
一
掃
す
る
と
い
う「
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
・

シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
を
前
に
、
町
は
不

用
に
な
っ
た
公
文
書（ 
公 
の
機
関
が
作

お
お
や
け

成
し
た
文
書
）
を
処
分
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
町
の
近
・
現
代
の
史
料
は
、

役
場
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
た

編
纂
室
は
、
各
課
と
協
議
し
処
分
対
象

の
公
文
書
を
預
か
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

役
場
の
三
つ
の
大
き
な
倉
庫
、
各
課
の

書
庫
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
史
料
が
続
々
と

出
て
き
ま
し
た
。

倉
庫
保
管
の
史
料
群

最
古
の
文
書

　

国
会
等
移
転
審
議
会
は
平
成　

年
１１

　

月　

日
に
移
転
先
候
補
地
を
選
定

１２

２０

し
、
内
閣
総
理
大
臣
に
答
申
を
行
い

ま
し
た
。

　

石
川
地
方
で
は
各
町
村
、
移
転
誘

致
団
体
な
ど
が
中
心
に
な
り
、
各
地

域
で
懇
談
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
首

都
機
能
移
転
の
ム
ー
ド
が
さ
ら
に
盛

り
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

必
要
な
公
文
書
館

�
明
治
五
年
「
明
細
村
鑑
帳
」

　

首
都
機
能
移
転
に
よ
り
、

大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
で

も
、
復
旧
の
司
令
塔
と
な
る

政
治
・
行
政
と
経
済
の
中
枢

と
の
同
時
被
災
を
免
れ
、
迅

速
な
復
旧
、
リ
ス
ク
分
散
が

図
ら
れ
ま
す
。

　

首
都
機
能
移
転
は
、
地
方
分

権
、
規
制
緩
和
な
ど
、
国
政
全

般
の
改
革
を
促
進
し
、
新
た
な

政
治
行
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し

て
い
き
ま
す
。
首
都
機
能
移
転

に
よ
っ
て
政
経
分
離
を
図
り
、

政
・
官
・
民
の
新
た
な
関
係
を

創
り
出
し
ま
す
。

３
、
災
害
対
応
力
を

　
　

強
化
し
ま
す

１
、
国
政
全
般
の
改
革

　
　

を
促
進
し
ま
す

　

国
土
の
均
等
あ
る
発
展
の

た
め
に
、
首
都
機
能
を
東
京

圏
以
外
の
地
域
に
移
転
す
る

こ
と
に
よ
り
、「
集
中
が
集
中

を
呼
ぶ
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
打

破
し
、
東
京
一
極
集
中
を
是

正
し
て
い
き
ま
す
。

２
、
東
京
一
極
集
中
を

　
　

是
正
し
ま
す
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町
の
わ
だ
い�

「
町
の
わ
だ
い
」
は
み
な
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。�

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を�

役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

　

沢
田
中
学
校
（
佐
々
木
千
秋
校
長
）

で
障
害
福
祉
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
た

「
福
祉
を
考
え
よ
う
集
会
」
が
、
２
月

　

日
開
か
れ
、
生
徒
、
地
域
の
人
な
ど

１８約
１
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
で
３
回
目
。
体
が
不
自
由

な
人
で
つ
く
る
船
引
町
障
害
者
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
の
鈴
木
絹
江
代
表
な
ど
６

名
が
、
作
業
所
建
設
を
目
指
す
活
動
内

容
や
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
な
問
題
を
提

起
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
紹

介
す
る
ビ
デ
オ
「
か
が
や
く
女
た
ち
」

を
鑑
賞
、
車
い
す
に
も
実
際
に
乗
っ
て

体
験
し
ま
し
た
。
鈴
木
代
表
な
ど
と
意

見
交
換
を
通
じ
て
、
福
祉
問
題
に
向
き

合
う
心
構
え
を
学
び
、
地
域
の
人
た
ち

も
熱
心
に
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
に
入
所
す

る
鈴
木
タ
ケ
さ
ん
（
塩
ノ
平
）
の
百
歳

高
齢
者
知
事
賀
寿
贈
呈
が
２
月　

日
行

２３

わ
れ
ま
し
た
。

　

菅
野
純
紘
県
中
地
方
振
興
局
長
が
賀

寿
、
記
念
の
銀
杯
、
知
事
直
筆
の
色
紙

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
何
度

も
手
を
合
わ
せ
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

瀬
谷
京
子
助
役
、
木
田
重
喜
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
長
か
ら
も
祝
い
金
、
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
他
の
入
所
者
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
す
る
な
ど
元
気
で
「
食
事
は

ぜ
い
た
く
を
せ
ず
、
適
度
な
運
動
を
す

る
こ
と
」
が
長
生
き
の
秘
訣
と
話
し
て

い
ま
す
。

　

鈴
木
さ
ん
を
含
め
県
内
の
百
歳
以
上

の
高
齢
者
は
１
７
３
人
（
男
性　

人
、

３２

女
性
１
４
１
人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 花名＝プリムラ・メラポイデス花名＝プリムラ・メラポイデス

鈴
木
タ
ケ
さ
ん
１
０
０
歳
お
め
で
と
う沢

田
中
で
福
祉
を
考
え
よ
う
集
会
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こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大

会
・
小
学
校
合
奏
第
２
部
門
で
最
高
の

文
部
大
臣
奨
励
賞
に
輝
い
た
石
川
小
合

奏
部
の
受
賞
披
露
式
は
２
月　

日
、
ホ

２９

テ
ル
松
多
屋
で
行
わ
れ
、
部
員
約　

人
８０

が
日
本
一
の
演
奏
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
約
３
０
０
人
が
出
席
し
、

安
倍
治
男
校
長
が
「
受
賞
は
部
員
の
努

力
の
結
晶
だ
。
今
日
の
演
奏
を
心
の
中

に
と
ど
め
て
ほ
し
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。

部
長
の
相
楽
百
合
子
さ
ん
（
６
年
）、
副

部
長
の
矢
内
一
憲
く
ん
（
同
）
に
賞
状

と
記
念
品
を
伝
達
し
ま
し
た
。

　

部
員
は
コ
ン
ク
ー
ル
で
演
奏
し
た
芥

川
也
寸
志
作
曲
の
「
交
響
曲
管
弦
の
た

め
の
音
楽
」
を
熱
演
し
ま
し
た
。
６
年

生
を
交
え
た
演
奏
は
こ
の
日
が
最
後
と

あ
っ
て
、
心
が
一
つ
に
な
り
、
感
動
的

な
演
奏
と
な
り
、
観
客
か
ら
も
温
か
い

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

緑
資
源
公
団
に
よ
る
、
石
川
南
部
区

域
農
用
地
総
合
整
備
事
業
の
完
工
式
が

２
月
９
日
、
ホ
テ
ル
松
多
屋
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
６
年
度
か
ら
着

工
し
、
農
業
用
道
路　

・
８
㎞
（
石
川
・

１２

浅
川
）、
区
画
整
理　
　

、
暗
渠
排
水
１

２９
ha

２
４　

、
客
土
１　

を
５
年
余
に
わ
た

ha

ha

り
、
総
事
業
費　

億
円
を
投
じ
て
東
北

７７

で
２
番
目
に
完
工
し
ま
し
た
。

　

石
川
町
で
の
区
画
整
理
は
、
中
田
２

団
地
１
・
７　

。
暗
渠
排
水
は
中
田
地

ha

区
な
ど
合
計　
　

。
農
業
用
道
路
は
南

４９
ha

山
形
、
板
橋
地
区
の
１
〜
３
工
区
７
・

４
㎞
が
完
工
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
母
畑
・
中
谷
地
区
で
整
備
中

の
県
営
広
域
農
道
な
ど
が
接
続
さ
れ
ま

す
と
、
農
作
物
の
高
品
質
化
、
生
産
拡

大
に
よ
る
質
の
高
い
農
業
の
確
立
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

　
　

世
紀
・
女
性
の
生
き
方
を
考
え
る

２１
会
、
石
川
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
星　

恵

子
代
表
）
の
発
足
、
記
念
講
演
会
が
２

月　

日
、
石
川
共
同
福
祉
施
設
ホ
ー
ル

２７
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

�
企
画
室
・
コ
ア
（
郡
山
市
）
三
田

公
美
子
さ
ん
の
講
演
が
行
わ
れ
、
会
員

ら
約　

人
が
聴
講
。「
が
ん
ば
れ
、
女
性

５０

の
時
代
」
を
テ
ー
マ
に
、
空
飛
ぶ
母
子

企
業
、
東
北
ば
っ
ぱ
列
伝
な
ど
、
幼
い

頃
か
ら
の
経
験
を
話
し
ま
し
た
。

　
「
男
性
中
心
に
築
か
れ
て
き
た
社
会

に
、
女
性
の
軟
ら
か
さ
を
加
え
て
…
」

と
話
す
三
田
さ
ん
は
、　

世
紀
は
、
ほ

２１

ん
と
う
の
女
性
の
時
代
へ
と
エ
ー
ル
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
２
ヶ
月

に
一
度
、
定
例
会
を
開
き
な
が
ら
男
女

共
同
参
画
社
会
へ
向
け
た
提
言
な
ど
を

し
て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
す
。

石
川
小
合
奏
部
が
文
部
大
臣
奨
励
賞

石
川
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
発
足
・
講
演
会 石

川
南
部
区
域
農
用
地
総
合
整
備
事
業
が
完
工
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青
春
ど
真
中�

　

職
業
▽
郡
山
市
の
㈱
フ
ロ
イ
デ
・
ピ

ア
ノ
プ
ラ
ザ
で
ピ
ア
ノ
の
調
律
師
と
し

て
働
い
て
い
ま
す
。

★
今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
何
で
す
か

　

２
０
０
０
年
、
メ
モ
リ
ア
ル
な
ダ
イ

エ
ッ
ト
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
温
水
プ
ー
ル
に
通

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

★
将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

今
の
仕
事
を
生
か
し
、
生
ま
れ
育
っ

た
こ
の
町
で
、
明
る
い
人
生
を
送
り
、

死
ぬ
前
に
一
度
で
い
い
か
ら
、
宇
宙
旅

諸
岡
純
子
さ
ん（　

歳
）●
下
泉
１
８
５

２２

行
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

★
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

高
齢
化
が
進
む
こ
の
町
を
活
気
づ
け

る
た
め
に
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
誰
で

も
、
い
つ
で
も
楽
し
め
る
Ｎ
Ｅ
Ｗ
ス
ポ

ッ
ト
を
造
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

★
最
後
に
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

　

思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
、
自
分
の

道
を
ひ
た
す
ら
走
り
続
け
る
人
で
す
。

次
回
は
諸
岡
さ
ん
の
紹
介
で

　
　
　
　
　
　

遠
藤　

渉
さ
ん
で
す
。

台
湾
台
湾�

台
湾�

下泉�

諸岡匡子さん�

台湾�
台北�

高雄�

タイペイ�

カオシュン�

嘉義�
チャイ�

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

日
本
の
南
に
あ
る
台
湾
で
す
。
気
温

が
平
均　

℃
で
年
間
を
通
し
て
、
暖
か

１８

く
湿
度
が
高
い
で
す
。
生
ま
れ
育
っ
た

街
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
新
高
山
の

南
方
に
位
置
す
る
、 
嘉
義 
と
い
う
数
十

チ
ャ
イ

万
人
の
都
市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

昭
和　

年
に
家
族
で
日
本
に
移
り
住

４７

み
、
東
京
近
郊
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

平
成
３
年
３
月
に
石
川
町
に
引
っ
越
し

ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
地

域
の
和
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
台
湾
地
震
の
と
き
は
、
日
本
の

救
援
報
道
を
き
い
て
感
動
し
ま
し
た
。

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

来
た
頃
は
、
田
舎
だ
な
ぁ
、
日
中
も
、

夜
も
静
か
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
で

も
、
人
情
味
の
あ
る
親
切
な
人
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
石
川
町
に
あ
る
温
泉
、

ゴ
ル
フ
場
と
お
い
し
い
柿
な
ど
は
、
ふ

る
さ
と
に
帰
る
た
び
、
親
戚
や
友
達
に

自
慢
で
き
ま
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

閉
鎖
し
て
い
る
商
店
が
目
立
ち
は
じ

め
、
町
外
に
買
物
に
行
く
人
が
多
い
よ

う
で
す
。
ま
た
、
大
き
く
な
く
て
も
複

合
の
文
化
施
設
が
ほ
し
い
で
す
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
地
元
の
繁
栄
が
大
事
で
、

就
職
先
が
な
く
転
出
す
る
人
も
い
る
の

で
、
新
し
い
も
の
を
多
く
取
り
入
れ
て
、

競
争
す
る
意
識
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

皆
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
石

川
町
の
印
象
な
ど
を
お
聴
き
し
て
い
ま
す
。
登
場
し

た
い
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

ppppppppppppppppppppp
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◆
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

　

子
ど
も
は
２
人
授
か
り
、
孫
が
４
人

に
な
り
ま
し
た
。

◆
結
婚
さ
れ
て

年
、
思
い
出
を
聞
か

◆
結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か

５０５０

せ
て
く
だ
さ
い

せ
て
く
だ
さ
い

美
良
さ
ん

　

美
良
さ
ん　

私
た
ち
は
昭
和　

年
３

２４

月
に
結
婚
し
ま
し
た
。
戦
後
の
食
糧
難

の
時
代
で
し
た
の
で
、
家
業
で
あ
っ
た

稲
作
、
葉
タ
バ
コ
な
ど
で
生
計
を
立
て

ま
し
た
。
ま
た
、
千
五
沢
ダ
ム
の
建
設

作
業
員
と
し
て
の
現
金
収
入
も
あ
り
ま

し
た
。
妻
は
子
育
て
に
専
念
し
な
が
ら
、

家
業
に
務
め
ま
し
た
。
今
後
は
余
生
を

思
い
や
り
の
心
で
、
生
活
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

◆
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

◆
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

　

２
人
で
カ
ラ
オ
ケ
が
好
き
で
す
。
ま

た
、
友
達
と
の
お
茶
飲
み
話
し
で
す
。

◆
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

◆
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

え
て
く
だ
さ
い

え
て
く
だ
さ
い

　

北
須
川
・
今
出
川
沿
い
の
桜
並
木
は

と
て
も
き
れ
い
で
す
ね
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

介
護
保
険
な
ど
高
齢
者
福
祉
対
策
の

充
実
を
望
み
ま
す
。
ま
た
、
藤
扱
坂
か

ら
玉
川
村
に
抜
け
る
道
路
の
早
期
改
修
。

藤
扱
坂
バ
ス
停
付
近
は
、
雪
が
降
る
と

凍
結
し
て
危
険
な
た
め
、
歩
行
者
に
対

す
る
安
全
の
確
保
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。

このコーナーでは、�
金婚式(結婚50年)を�
迎えられたご夫婦を紹介�
していきます。�

関根美良さん（77歳）�
治子さん（71歳）�

住所：母畑字堀ノ内4-2  

＜氏名＞�

H A P P YH A P P Y

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、
１
歳
か

ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。応
募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の

写
真
、
名
前
、
誕
生
日
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広
聴

係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後
日
担
当
が

撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

酒井　惣伍    ちゃん
そうご

山形字松森１８４　　　　　
光之さん・肇子さんの二男
平成１０年８月１０日生まれ　

「誰よりもよく食べ、よく遊
び、とっても元気です」

小平　康平    ちゃん
こうへい

双里字桜町１　　　　　
安平さん・厚子さんの長男
平成１０年６月２３日生まれ　

「元気に大きくなってネ！」
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案
内

人
口
動
態
職
業
産
業

調
査
に
ご
協
力
を

専
門
・
技
術
職
、「
一
般
事
務
員
、
集
金

人
」
の
事
務
職
、「
飲
食
店
主
、
小
売
店

主
、
外
交
員
」
の
販
売
職
、「
美
容
師
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
」
の
サ
ー
ビ
ス
職
と

い
う
よ
う
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
死
亡
届
に
は
、
農
業
、
建
設

業
、
不
動
産
業
と
い
っ
た
産
業
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
を
さ
れ
る
役
場
窓
口
に
「
出
生

届
、
死
亡
届
、
死
産
届
、
婚
姻
届
、
離

婚
届
を
さ
れ
る
方
に
お
願
い
」
が
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
参
考
の
上
、

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課
町
民
係

　

�
２
６
―
９
１
２
０

　

�
０
２
４
６
―
５
３
―
７
１
１
１

　

海
上
で
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
、
電
話
に
よ
る

緊
急
番
号
が
で
き
ま
し
た
。

　

海
上
保
安
庁
は
、
海
上
に
お
け
る
事

件
・
事
故
の
通
報
用
に
、
警
察
の
１
１

０
番
や
消
防
の
１
１
９
番
と
同
様
、
局

番
な
し
３
桁
番
号
「
１
１
８
」
を
、
平

成　

年
５
月
１
日
か
ら
運
用
し
ま
す
。

１２

　

加
入
電
話
、
公
衆
電
話
、
携
帯
電
話
、

船
舶
電
話
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
電
話
か

ら
利
用
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

第
２
管
区
海
上
保
安
本
部

　

警
備
救
難
部
警
備
課

　

�
０
２
２
―
３
６
３
―
０
１
１
１

　

小
名
浜
海
上
保
安
部
整
備
救
難
課

　

厚
生
省
で
は
人
口
動
態
調
査
を
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
皆
さ

ん
か
ら
の
出
生
、
死
亡
、
死
産
、
婚
姻

及
び
離
婚
の
各
届
書
を
も
と
に
、
出
生

や
死
亡
の
状
況
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で

す
。
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
る
今
年
は
、

届
書
に
職
業
の
記
入
も
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
死
亡
届
に
は
、
併
せ
て

産
業
の
記
入
も
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
今
後
の
保
健
福
祉
の

向
上
に
役
立
た
せ
る
た
め
の
統
計
資
料

と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

●
調
査
期
間

　

平
成　

年
４
月
１
日
〜
平
成　

年
３

１２

１３

月　

日
ま
で
の
１
年
間

３１
●
調
査
対
象
者

　

出
生
、
死
亡
、
死
産
、
離
婚
届
を
出

さ
れ
る
方

●
調
査
方
法

　

各
届
書
を
出
さ
れ
る
と
き
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
業
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

例
え
ば
、「
教
員
、プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
」の

合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

海
の「
も
し
も
」は
１
１
８
番

　

引
越
シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー
ク
と
な
る
３

月
・
４
月
の
２
ヶ
月
間
、
ト
ラ
ッ
ク
事

業
者
の
団
体
で
あ
る
福
島
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
で
は
、
次
の
県
内
６
ヶ
所
で
「
引

越
相
談
所
」
を
開
設
し
、
電
話
な
ど
に

よ
る
引
越
等
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

緑
ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
し

て
の
引
越
し
や
、
引
越
し
に
伴
う
種
々

の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
相
談
所

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１
、
引
越
相
談
の
時
間
帯

　

電
話
で
の
相
談
は
、
土
・
日
・
祭
日

を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
９

時
か
ら　

時
ま
で
で
す
。

１６

２
、
参
考
事
項

　

引
越
運
送
、
梱
包
な
ど
の
見
積
書
の

作
成
は
無
料
で
す
。
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の

た
め
に
も
事
前
に
見
積
り
を
し
て
も
ら

い
、
運
賃
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
な
ど
に

つ
い
て
よ
く
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
し
ょ

う
。

３
、
引
越
相
談
所
の
連
絡
先

�
福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
本
部

　

�
０
２
４
―
５
５
８
―
７
７
５
５

�
同　

福
島
支
部

　

�
０
２
４
―
５
４
６
―
１
９
９
４

�
同　

郡
山
支
部

　

�
０
２
４
８
―
７
６
―
５
９
２
３

�
同　

会
津
若
松
支
部

犬
も
家
族
の
一
員
で
す

　
　
　
　
　
　
　

―
愛
情
と
責
任
を
―

〔
危
険
〕

●
放
し
飼
い
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
散
歩
の
前
に
は
首
輪
、
く
さ
り
の
点

検
を
し
ま
し
ょ
う
。

〔
迷
惑
〕

●
散
歩
の
と
き
は
フ
ン
の
あ
と
始
末
を

し
ま
し
ょ
う
。

●
む
だ
ぼ
え
を
さ
せ
な
い
よ
う
厳
し
く

し
つ
け
ま
し
ょ
う
。

〔
健
康
・
管
理
〕

●
生
後　

日
以
上
の
犬
は
登
録
と
狂
犬

９１

病
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
運
動
を
十
分
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
犬
舎
は
い
つ
も
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
不
要
な
子
犬
を
つ
く
ら
な
い
た
め
に

去
勢
・
避
妊
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
ら
町

民
生
活
課
環
境
対
策
室
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課
環
境
対
策
室

　

�
２
６
―
９
１
２
２

　

�
０
２
４
２
―
２
４
―
４
８
５
５

�
同　

い
わ
き
支
部

　

�
０
２
４
６
―
５
８
―
８
２
２
３

�
同　

相
馬
支
部

　

�
０
２
４
４
―
２
４
―
０
５
９
３

　

新
し
く
浄
化
槽
を

　
　
　
　
　
　

設
置
さ
れ
る
皆
さ
ん

　

川
や
湖
な
ど
の
川
の
汚
れ
の
主
な
原

因
は
、
生
活
排
水
（
風
呂
、
台
所
、
洗

濯
等
）
で
す
。

　

町
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
水
質
の

汚
染
を
防
ぐ
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
す
る
場
合
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。
ト
イ
レ
だ
け
で
な
く
家
庭
内
で

排
出
さ
れ
る
生
活
排
水
の
す
べ
て
を
処

理
で
き
る
浄
化
槽
で
す
。

〈
申
請
方
法
〉

　

申
請
用
紙
（
担
当
課
で
用
意
）
に
必

要
事
項
を
明
記
の
う
え
、
５
月　

日
�

３１

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
と

な
る
浄
化
槽
は
５
人
〜　

人
槽
の
も
の

５０

で
、
工
事
が
平
成　

年
３
月
末
日
ま
で

１３

に
完
了
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課
環
境
対
策
室

　

�
２
６
―
９
１
２
２

引
越
相
談
所
を
開
設

補　助　金　額

補助金額人　槽

３５４、０００円５人槽

４１１、０００円６～７人槽

５１９、０００円８～１０人槽

９８１、１００円１１～２０人槽

１、６６８、０００円２１～３０人槽

２、２３８、０００円３１～５０人槽
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●生涯学習伝言板に掲載をご希望の方は、教育�
課・生涯学習係までお問合わせください。�
　　　　　　　�26-9136

4/1～4�

4/6�

4/17�

4/23�

〃�

4/27�

4/29�

4/30

総合体育館�

各学校�

中央公民館�

町民グラウンド�

町民グラウンド�

外槙生活改善センター�

町民グラウンド�

町民グラウンド�

東日本高校強化ハンドボール大会�

小・中学校入学式�

石川寿大学（開講式）�

高松宮林野球大会�

協会長杯Ａリーグソフトボール大会�

外槙ふるさと塾（開講式）�

高松宮林野球大会�

協会長杯Ｃリーグソフトボール大会�

交
通
事
故
巡
回
相
談

●町づくりにあなたの声を！
　町政運営の基本は、町民の皆さんと共にあゆむ「参加と共
働」の町づくりです。あなたのひとことが、よりよい町をつ

くります。町づくりに対し、日ごろ感じていることをお寄せください。
●あなたの作品コーナー
　体験談、写真、イラストなど「あなたの作品」を募集します。
●広報掲載上のお願い
　匿名のご意見やおたよりは掲載しません。
　住所、氏名、年令、電話番号を明記の上お寄せください。（但し、明
記の上での匿名希望は匿名扱いにします）
　意見や要望（苦情も含む）に対しては、内容によって次のように取
り扱います。
１．回答を添えて紹介する。
２．回答というかたちをとらず、今後の町づくりの参考にする。
３．電話や手紙で回答する。
◎〒９６３９６３―７８９３７８９３　石川町役場内 広報いしかわ係までお寄せください。石川町役場内　広報いしかわ係までお寄せください。

FAX０２４７―２６―０３６０　　　　　　　  FAX ０２４７―２６―０３６０

心
配
ご
と
相
談

国
税
専
門
官
採
用
試
験

受
験
者
募
集

★
相
談
日　

４
月　

日
�

２５

★
場　

所　

役
場
宿
直
室

★
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

★
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
消
防
交
通
係

　

�
２
６
―
２
１
１
４

★
相
談
日　

４
月
７
日
�
、　

日
�
、

１７

　

日
�

２７★
場　

所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

★
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

★
お
問
い
合
わ
せ
先

　

石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

�
２
６
―
３
７
９
３

　

人
事
院
・
国
税
庁
で
は
「
国
税
専
門

官
採
用
試
験
」
の
受
験
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

●
受
験
資
格

１
、
昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和　

４８

５４

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

２
、
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

５４

の
者
で
次
に
上
げ
る
者

　

�
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成　
１３

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
者

　

�
人
事
院
が
�
に
揚
げ
る
者
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
受
験
申
込
受
付
期
間

　

平
成　

年
４
月
４
日
�
〜
５
月　

日

１２

１１

�
ま
で

●
第
一
次
試
験

　

平
成　

年
６
月　

日
�

１２

１７

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
東
北
事
務
局

　

�
０
２
２
―
２
２
１
―
２
０
２
２

　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

　

�
０
２
２
―
２
６
３
―
１
１
１
１

ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成　

年
度

１２

に
「
福
島
県
ご
み
減
量
化
・
再
利
用
推

進
計
画
（
第
２
期
）」
の
策
定
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て
皆
さ

ん
か
ら
意
見
や
提
言
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容

�
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て
福
島

県
の
ご
み
減
量
化
・
再
生
利
用
を
推
進

す
る
た
め
の
標
語
で
短
く
て
簡
明
な
も

の�
ご
み
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

ア
イ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
福
島
県
の
ご
み

減
量
化
・
再
生
利
用
を
推
進
す
る
た
め

の
具
体
的
施
策
と
し
て
６
０
０
〜
８
０

０
字
程
度

※
ど
ち
ら
か
１
つ
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

●
募
集
期
間

　

平
成　

年
４
月　

日
�
〜
５
月　

日

１２

１０

３１

�
ま
で

●
応
募
方
法

　

意
見
・
提
案
に
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
職
業
（
団
体
名
）、
住
所
、
電
話
番

号
等
を
明
記
し
た
う
え
、
郵
送
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
表　
　

彰

　

応
募
の
あ
っ
た
意
見
・
提
案
に
つ
い

て
は
、
県
に
お
い
て
選
考
の
う
え
、
優

秀
な
ア
イ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
表
彰
す
る
予
定
で
す
。

１
、
各　

賞

　
　

最
優
秀
賞
（
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

部
門
・
ア
イ
デ
ィ
ア
部
門　

各
１
点
）

　
　

優
秀
賞
（
同　

各
２
点
）

　
　

佳　

作
（
同　
　

点
程
度
）

１０

２
、
発　

表

　
　

入
賞
者
に
は
、
直
接
通
知
す
る
ほ

か
、
県
の
広
報
紙
等
を
通
じ
て
発
表

す
る
と
と
も
に
、
表
彰
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

●
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
廃
棄
物
対
策
課

　

〒
９
６
０
―
８
６
７
０
（
住
所
記
載

不
要
）

　

�
０
２
４
―
５
２
１
―
７
２
４
９

　

�
０
２
４
―
５
２
１
―
７
９
８
４

ご
み
減
量
化
・
再
生
利
用
に

係
る
県
民
提
言
の
募
集

★税を納めて元気のあるゆたかな町を築きましょ
う。

★地球環境へのやさしさの配慮、まずゴミの減量化をしましょう。
★ゴミは分別して正しく出しましょう。
★愛犬の散歩時の排出物は持ち帰りましょう。
★役場への電話は、各課直通になりました。
★火災・事件・事故をなくして明るい町を築きましょう。
★火災発生場所のお問い合わせは、０２４８―７６―８１８１０２４８―７６―８１８１（消防情報案内）へ

皆さんとより良いまちづくりを

相
談

　

県
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
、
リ
サ
イ

募
集
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●
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス

　

ス
ト
レ
ス
と
い
う
と
大
人
の
問
題
と

考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
子
ど
も
に
も

あ
り
、
そ
れ
が
増
え
て
い
る
と
い
う
憂

慮
す
べ
き
現
実
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

に
と
っ
て
も
、
乳
幼
児
か
ら
思
春
期
ま

で
幅
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
小
学

生
を
中
心
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
学
校
で
の
ス
ト
レ
ス

　

子
ど
も
に
と
っ
て
学
校
生
活
が
占
め

る
比
重
は
、
大
人
の
職
業
生
活
以
上
に

大
き
い
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
小
学
校
で
は
、
担
任
教
師
と
の

相
性
や
友
達
と
の
関
係
の
善
し
あ
し
が
、

小
学
校
生
活
全
体
を
楽
し
い
も
の
や
辛

い
も
の
に
す
る
も
の
で
す
。
子
ど
も
に

と
っ
て
学
校
生
活
で
大
事
な
こ
と
は
、

仲
間
や
先
生
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
受

け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
す
か
ら
、
そ
れ

が
な
い
場
合
に
は
強
い
ス
ト
レ
ス
と
な

る
わ
け
で
す
。

●
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
対
応

　

子
ど
も
が
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
と
、

苦
し
さ
を
言
葉
で
は
表
現
で
き
ず
、
身

体
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
出
る
タ
イ
プ
の
反

応
を
示
し
や
す
い
の
で
す
。
次
に
多
い

の
が
行
動
面
に
現
れ
る
異
常
で
、
不
登

校
、
特
定
の
場
面
で
お
し
だ
ま
る
、
家

庭
内
で
の
反
抗
や
暴
力
、
学
校
で
の
授

業
妨
害
、
さ
ら
に
は
盗
み
や
た
か
り
な

ど
の
非
行
で
す
。

　

子
ど
も
に
は
う
つ
病
は
少
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
大
人
と
形
は
違
っ

て
も
あ
る
、
と
い
う
見
方
が
有
力
で
、

実
際
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
自
殺
の
報
道
は

あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
最
も
悲
惨
な
ス

ト
レ
ス
反
応
と
い
え
ま
す
。

●
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ
い
か

　

ま
ず
、
家
庭
の
ス
ト
レ
ス
因
子
を
除

き
、
学
校
な
ど
外
で
避
け
ら
れ
な
い
ス

ト
レ
ス
を
家
庭
で
発
散
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
す
。
親
と
何
で
も
話
せ
る

雰
囲
気
を
日
ご
ろ
か
ら
努
め
て
作
る
こ

と
で
す
。
家
族
旅
行
は
役
立
つ
の
で
、

で
き
る
だ
け
し
た
い
も
の
で
す
。
友
達

と
ス
ポ
ー
ツ
や
遊
び
が
で
き
る
と
最
高

の
対
処
法
に
な
り
ま
す
。

　

先
に
挙
げ
た
身
体
症
状
が
出
た
場
合

も
、
た
だ
身
体
の
病
気
と
断
定
せ
ず
、

ス
ト
レ
ス
に
よ
る
可
能
性
を
考
え
て
、

児
童
相
談
所
や
精
神
科
に
相
談
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
治
療
に
は
本
人
だ
け

で
な
く
、
家
族
も
一
緒
に
参
加
し
た
ほ

う
が
効
率
的
な
場
合
が
多
い
の
で
す
。

消
費
者

�
コ

ー

ナ

ー

�

子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス

へ
の
対
応

どんな子どもに育てたいですか�
　

１
歳
か
ら
３
歳
く
ら
い
ま
で
は
、「
じ

っ
と
し
て
い
る
と
き
は
病
気
だ
よ
」
と

い
う
く
ら
い
活
動
的
で
す
。
自
立
心
が

芽
生
え
る
と
き
な
の
で
、
上
手
に
で
き

な
く
て
も
自
分
で
や
り
た
が
り
、
手
伝

わ
れ
る
こ
と
も
い
や
が
る
時
期
で
す
。

上
手
に
で
き
な
い
の
は
当
た
り
前
で
す

が
、
見
守
っ
て
あ
げ
て
い
る
と
、
月
齢

に
あ
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
子
ど
も
を
囲
む
周
囲
が
生
活
の

リ
ズ
ム
を
つ
け
て
あ
げ
る
た
め
、
毎
日

繰
り
返
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

子
ど
も
が
や
れ
る
こ
と
を
、
代
わ
り

に
や
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
子
ど
も
の
意

欲
や
経
験
す
る
機
会
を
摘
み
取
っ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
で
き
な
い
」

と
み
る
よ
り
も
、「
こ
う
す
れ
ば
で
き

る
」
と
考
え
ま
し
ょ
う
。
で
き
な
い
こ

と
を
責
め
る
よ
り
も
、
ま
わ
り
の
人
が

で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
や
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
は
失
敗

し
な
が
ら
、
覚
え
て
い
く
の
で
す
か
ら
、

そ
の
成
功
し
た
と
き
の
体
験
が
自
信
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

や
っ
と
い
ろ
い
ろ
言
葉
も
で
て
き
て
、

か
わ
い
い
年
頃
に
な
り
、
何
で
も
欲
し

い
も
の
を
買
っ
て
あ
げ
て
し
ま
う
時
期

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
物
を
大
切
に
使

う
こ
と
、
我
慢
す
る
気
持
ち
を
育
て
て

あ
げ
た
い
で
す
ね
。
あ
な
た
は
、
ど
ん

な
子
ど
も
に
育
て
た
い
で
す
か
。

　時季到来。旬のものを楽しみにしていた人も多
いでしょうね。�
　以外と４月は「気だるい」とか「元気がなくな
ってふさぎこんだり」と、身体と心の不調和を訴
える人が多いのです。あなたの周りはどうですか。
越冬し、春を迎えた生命力の強い野菜を食べて、
季節を楽しんでください。�
〈根三つ葉・ささみのさっと和え〉�
材　料材　料　　根三つ葉……１束�
　　　　　とりささみ…２本�
　　　　　割醤油（出し汁…大２、醤油…大１）�
作り方作り方�
①とりささみは腱をぬく。酒＝大さじ１、水＝大
さじ４で汁気が切れるまで蒸し煮。細かくさく。
割醤油にまぜる。�
②根三つ葉は根を落とし、沸騰した湯にくぐらせ、
冷水に取り、３～４㎝の長さにして、①と和える。
�
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戸
籍
の
窓
口�

２
月
１
日
か
ら
２
月
　
日
ま
で
届
出
分（
敬
称
略
）�

戸
籍
の
窓
口�

29

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん�

氏　
　
　

名　

保　

護　

者　

住　

所

小
川　

雄
也
（
貴　

久
・
恵　

子
）
双　

里

泉　

紳
太
郎
（
利　

夫
・
玲　

子
）
梁　

瀬

中
島　

由
佳
（
民　

治
・
宏　

房
）
沢　

井

仲
田　

義
美
（
義　

男
・
セ
ツ
子
）
谷　

沢

遠
藤　

菜
々
（
勇 
喜
・
祐 
子
）
矢
ノ
目
田

小
木
健
太
朗
（
保　

夫
・
友　

子
）
板　

橋

中
塚　

裕
貴
（
寿　

彦
・
純　

子
）
塩　

沢

カ
ッ
プ
ル
誕
生�

霊
よ
安
ら
か
に�

保だより�国保で受けられる給付�
入院時食事療養費の支給入院時食事療養費の支給�入院時食事療養費の支給�

　入院中の１日の食事にかかる費用のうち一部（標
準負担額）を被保険者の方々に負担していただき、
残りを入院時食事療養費として国保が負担します。�

訪問看護療養費の支給訪問看護療養費の支給�訪問看護療養費の支給�
　居宅において医療を受ける必要があると医師が認めた場合、利用料として費用の一部を支払うだ
けで、訪問看護ステーションなどを利用できます。残りの費用は国保が負担します。�

■入院時の食事代の標準負担額�

■訪問看護事業のしくみ�

一　　般�

住民税非課税世帯等住民税非課税世帯等�
9090日までの入院日までの入院�

9090日を超える入院日を超える入院�

※1日　日　650650円�

※1日　日　500500円�
住民税非課税世帯等�

90日までの入院�

90日を超える入院�

1日　760円�

※1日　650円�

※1日　500円�

※1日　300円�住民税非課税世帯等で老齢福祉年金を受けている方�

※住民税非課税世帯等の方は、

標準負担額減額認定証が必要と

なりますので、担当窓口に申請

して交付を受けてください。�

※食事代の標準負担額は高額療

養費を算定する自己負担額には

入りません。�

国　　保�

報　告�

指　示�

訪問看護療養費� 訪問看護指示料�

訪問看護� 訪問診療�

申
し
込
み
、
�

利
用
料
�

申
し
込
み
�

在宅療養患者�

訪問看護�
ステーション�

かかりつけの�
医師�

今
月
の
納
期�

国
民
年
金（
４
月
分
）
�

軽
自
動
車
税（
全
期
）
�

※
５
月
１
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
�

※
４
月
　
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
�
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　沢田中学校では、３月１３
日卒業式が行われ、３６人が
巣立ちました。

　

氏　
　
　

名　
　
　
　
　
　

住　

所

芳　

賀　

キ
ヨ
ノ　
　
　
　
　

北　

山

鈴　

木　

利　

男　
　
　
　
　

山　

形

水　

野　

シ　

キ　
　
　
　
　

谷　

沢

佐　

藤　

信　

夫　
　
　
　
　

沢　

井

矢　

吹　

弘　

美　
　
　
　
　

曲　

木

小　

野　

マ　

サ　
　
　
　
　

沢　

井

二　

瓶　

兼　

以　
　
　
　
　

中　

野

鈴　

木　

光　

治　
　
　
　
　

塩
ノ
平

近　

内　

幸
四
郎　
　
　
　
　

塩　

沢

長　

沼　

秀　

和　
　
　
　
　

鹿
ノ
坂

山　

田　

フ
ミ
イ　
　
　
　
　

白　

石

加　

藤　

幸　

雄　
　
　
　
　

中　

野

近　

内　
　

肇　
　
　
　
　
　

中　

野

瀧　

口　

ト
シ
ヲ　
　
　
　
　

塩
ノ
平

　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

　

曲　

山　

勝　

弘　
　
　
　

塩　

沢

　

赤
石
澤　

裕　

美　
　
　
　

郡
山
市

　

田　

子　

明　

良　
　
　
　

山　

形

　

坂　

本　

幸　

子　
　
　
　

東
京
都

　

山　

田　

英　

司　
　
　
　

王
子
平

　

溝　

井　

克　

枝　
　
　
　

玉
川
村

　

佐
久
間　

鉄　

也　
　
　
　

中　

野

　

佐　

藤　

綾　

子　
　
　
　

白
河
市

　

三　

瓶　

好　

隆　
　
　
　

沢　

井

　

金　

澤　

真
由
美　
　
　
　

浅
川
町

　

三　

瓶　

宏　

隆　
　
　
　

新
屋
敷

　

岡　

崎　

美
由
紀　
　
　
　

梁
川
町

　

佐　

川　

正　

美　
　
　
　

赤　

羽

　

山　

田　
　

薫　
　
　
　
　

松
木
下

〔〔〔〔〔〔 〔

pppppppppppppp

              

みどりの日週間
４月２３～２９日

おいしい水、きれいな空気――。

　わたしたちの健康に密接にか
かわる大切な緑を守るために、
「緑の募金」にご協力ください。
　今年も４月２３
～２９日を強調
週間として、全
国で募金運動や
イベントが行わ
れています。

特許を見れば
世界がわかる
４月１８日  発明の日

〈特許庁〉

　

大　

森　

正　

則　
　
　
（
沢　

井
）

　

鈴　

木　

秋　

子　
　
　
（
古
殿
町
）

〔
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町の人口�
住民基本台帳�
（3月1日現在）�

20,002人（　9）�

9,744人（　7）�

10,258人（　2）�

5,543戸（　3）�

（　）内前月比　　�

男�

女�

世帯数�

　

親
が
幼
い
子
ど
も
を
家
や
車
の
中
に

放
置
し
て
死
亡
さ
せ
た
り
、折
檻
死
さ

せ
た
り
す
る「
子
ど
も
の
虐
待
」の
ニ
ュ

ー
ス
が
目
立
ち
は
じ
め
ま
し
た
。犯
罪

等
の
低
年
齢
化
も
あ
り
ま
す
が
…
。

　

本
来
の
姿
は
、子
ど
も
は
親
や
周
り

か
ら
祝
福
さ
れ
る
も
の
。親
子
の
愛
情

を
育
み
、子
ど
も
を
守
り
育
て
る
場
所

で
あ
る
家
庭
。し
か
し
、親
が
わ
が
子
を

虐
待
し
、子
ど
も
の
体
や
心
を
傷
つ
け

る
と
い
う
異
変
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、子
ど
も
を
虐
待
し
て
し
ま
う
の

で
し
ょ
う
か
。こ
の「
広
報
い
し
か
わ
」

の
読
者
の
皆
さ
ん
に
は
、無
用
の
問
題

で
す
ね
。　　
　
　
　
　
  
（
迎　

茂
城
）

うつくしま未来博�
2001年開催�

　コンロンソウの名前は、花
の白さを中国にある崑崙山の、
雪の白さにたとえたものと言
われています。ヒロハコンロ
ンソウは日光の湯元、蓼の海
で発見されたことから別名を
ダデノコンロンソウとも言い
ます。花の様子はタネツケバ
ナを大きくしたような感じです。

写真提供/関根政信さん� ヒロハコンロンソウ（アブラナ科）�

　児童22名は、広い庭で毎日リレー
やドッジボールに歓声をあげています。
秋には柿の実が熟し、イチョウ、もみ
じの紅葉など、豊かな環境のなか元気
に遊んでいます。�
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正
月
遊
び
で
は
、
コ
マ
ま
わ
し
で
盛

り
上
が
り
、
み
ん
な
で
競
争
し
発
表
会

で
披
露
し
ま
し
た
。
女
の
子
は
ち
ょ
っ

と
苦
労
し
ま
し
た
が
、
年
長
さ
ん
は
み

ん
な
ま
わ
せ
る
よ
う
に
に
な
り
ま
し
た
。

　
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
が
大
好
き
で
、
自
分

た
ち
で
コ
ー
ト
を
か
い
て
始
ま
り
ま
す
。

い
つ
も
大
き
な
笑
い
声
が
聴
か
れ
、
楽

し
そ
う
に
遊
ん
で
い
ま
す
。�

「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
」�

「
こ
ま
ま
わ
し
」�

（
６
歳
）
�

（
６
歳
）
�

●
編
集
と
発
行　

福
島
県
石
川
郡
石
川
町
役
場
総
務
課
�（
０
２
４
７
）２
６
―
２
１
１
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
―
０
３
６
０　

●
印
刷　

株
式
会
社
民
報
印
刷

●U  

R
L
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